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１ 災 害

平成19年は，台風４号によって災害が発生した。

人的被害については，台風４号で負傷者１名を出した。被害総額では約７億円となり，前年と比べて約５億５千万円増と

大幅に増加した。

年間の被害額を項目別に見ると，公共土木施設の被害が約３億３千万円（被害総額の47.3％）で最も多く，次いで農産被

害の約２億２千万円（同30.7％）などとなっている。
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16－１ 平成19年中の台風・大雨等による被害状況（数値は市町村の報告による）

人的被害（人） 住 家 被 害（棟） 非住家
台 風

期 間 被 害
大 雨 等 死 亡 一 部 床 上 床 下

負 傷 全 壊 半 壊 （棟）
不 明 破 損 浸 水 浸 水

19. 7.12～14 台風４号 0 1 0 3 63 4 10 25

計 0 1 0 3 63 4 10 25

16－２ 市町村別台風・大雨等による被害状況（数値は市町村の報告による）

資料：大島支庁総務企画課
期間：平成19年１月～12月
単位：千円

区 分 人的被害 農 林 水産 業 公 共 土 木 そ の 他 の
農 産 被 害 そ の 他 合 計

市町村名 （人） 施 設 施 設 公 共 施 設

奄 美 市 0 450 1,000 4,252 29,930 2,000 37,632

大 和 村 0 0 0 720 1,435 0 2,155

宇 検 村 0 0 43,000 0 1,211 0 44,211

瀬 戸 内 町 0 0 26,000 41,250 6,401 0 73,651

龍 郷 町 0 0 36,000 0 150 0 36,150

喜 界 町 0 1,800 200,000 85 42,684 0 244,569

徳 之 島 町 0 0 7,400 50 636 1,395 9,481

天 城 町 0 0 0 0 19,521 0 19,521

伊 仙 町 0 0 20,000 0 9,052 0 29,052

和 泊 町 1 0 0 0 31,281 0 31,281

知 名 町 0 11,000 0 0 49,157 0 60,157

与 論 町 0 6,880 0 41,250 25,037 43,835 117,002

合 計 1 20,130 333,400 87,607 216,495 47,230 704,862
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資料：大島支庁総務企画課

期間：平成19年１月～12月

被 害 金 額（単位：千円）
備 考

農 林 公共土木 その他 農 産 林 産 畜 産 水 産 商 工 被害地域等
水産業 の公共 その他 計
施 設 施 設 施 設 被 害 被 害 被 害 被 害 被 害

20,130 333,400 87,607 216,495 30,000 1,395 11,000 2,000 2,835 704,862 管内全域

20,130 333,400 87,607 216,495 30,000 1,395 11,000 2,000 2,835 704,862

16－３ 年次別台風・大雨等被害状況 （数値は市町村の報告による）

資料：大島支庁総務企画課
期間：平成19年１月～12月
単位：千円

区 分 農林水産業 公 共 土 木 そ の 他 の
住 家 等 農 産 被 害 そ の 他 合 計

年 次 施 設 施 設 公 共 施 設

平成 ９ 118,063 314,240 3,837,093 156,034 1,535,636 207,904 6,168,970

10 8,602 173,350 1,279,300 300 148,307 37,300 1,647,159

11 35,960 585,677 944,220 10,145 449,883 13,580 2,039,465

12 325,704 502,897 1,199,701 39,250 861,311 41,764 2,970,627

13 17,158 13,400 50,500 5,395 766,708 12,705 865,866

14 476,376 246,234 313,700 108,825 958,647 184,938 2,288,720

15 58,387 50,426 306,525 44,757 815,988 126,567 1,402,650

16 － 395,149 2,070,314 327,493 1,669,073 312,971 4,775,000

17 － 226,395 915,665 109,980 127,524 39,612 1,419,176

18 － 17,000 109,597 700 19,380 7,500 154,177

19 － 20,130 333,400 87,607 216,495 47,230 704,862

（注）「住家等」については，平成16年度以降，集計されていない。
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２ 消 防

 火災発生状況

平成18年中の火災発生件数は92件で，前年に比べ4件減少しており，約４日に１件の割合で火災が発生したことになる。

市町村別では，奄美市が29件（奄美群島全火災の31.5％）で最も多く，次いで，知名町12件，天城町，伊仙町，和泊町８

件，瀬戸内町７件，龍郷町，喜界町，徳之島町５件，宇検村３件，与論町２件，大和村０件の順となっている。

人口（平成18年３月31日住民基本台帳による）１万人当たりの出火件数を表す出火率では，知名町の16.9が最も高く，次

いで宇検村の14.4，天城町の11.2，和泊町の10.7，伊仙町の10.3の順となっている。

火災種別にみると，「建物」火災が44件（奄美群島全火災の47.8％）で最も多く前年に比べ２件の減少，「林野」火災が６

件（同6.5％）で前年に比べ６件の増加，「車両」火災が２件（同2.2％）で前年に比べ７件の減少，「船舶」火災が１件（同

1.1％）で前年と同件，「その他」火災（田畑の野焼き等の火災）が39件（同42.4％）で前年に比べ1件の減少となっている。

火災による死者は５人で，前年と同件である。また，負傷者は４人で前年に比べ５人の減少となっている。

焼損棟数は69棟で前年に比べ16棟の減少，り災世帯数は45世帯で前年と同件，り災人員は100人で前年に比べ３人の減少

となっている。

損害額は215,034千円で，前年に比べ76,210千円の増加で，火災１件当たり約2,337千円，１日当たり約589千円が灰にな

ったことになる。

損害額２千万円以上の大きな火災は，奄美市で２件，徳之島町で１件発生している。

出火原因では，野焼き等をする際の「火入れ」が20件（全火災の21.7％）で最も多く，次いで「たき火」９件（同9.8％），

「こんろ」６件（同6.5％），「たばこ」５件（同5.4％），「放火の疑い」，「火遊び」４件（同4.3％）の順となっている。

 消 防 現 勢

消防本部数，消防団数は前年と変わりはない。消防職員は228人で前年と同数で，条例定員に対する充足率は，99.6％

である。

また，消防吏員224人の平均年齢は41.8歳となっている。

消防団員は，1,510人で前年に比べ３人減少し，平均年齢は42.6歳で条例定員に対する充足率は93.6％となっている。消

防ポンプ自動車，小型動力ポンプ等の消防機械のうち，ポンプの充足率は，平成18年４月１日現在で消防本部97％，消防団

92％となっている。

また，火災鎮圧のため必要不可欠な消防水利については，平成18年４月１日現在で充足率96％となっており，充足率の高

いところは知名町の178％で，最も低いところは天城町の65％となっている。

消防団が管理する消防ポンプ及び消防水利充足率の県平均は，消防ポンプが98％，消防水利は74％であり，県平均と比較

すると，消防水利充足率は県平均以上であるが，消防ポンプ充足率については，県平均以下となっている。
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16－４ 市町村別の火災発生状況 資料：鹿児島県消防保安課
期間：平成18年１月～12月

出 火 件 数 損 害 額（千円） 焼 損 棟 数 り災世帯数 り 死傷者 損 害面 積
災 1件当たり

市 町 村 名 建 林 車 船 そ 建 林 車 船 そ 爆 全 半 部 ぼ 全 半 小 死 負 建物 林 の損害額
計 の 計 の 計 分 計 人 傷 床面 野 （千円）

物 野 両 舶 他 物 野 両 舶 他 発 焼 焼 焼 や 損 損 損 員 者 者 (㎡) （a）

大 奄 美 市 29 14 3 1 11 112,489 107,933 3,530 1,026 32 16 1 8 7 25 15 10 58 3 2 896 11 3,879

島 大 和 村
地 宇 検 村 3 1 1 1 8,948 680 8,268 1 1 1 1 1 1 106 2,983

区 瀬戸 内町 7 2 1 4 3,120 3,120 4 2 1 1 1 1 1 90 446

消 龍 郷 町 5 1 2 2 15,098 15,098 3 3 3 3 4 1 1 186 3,020
防

喜 界 町 5 2 3 28 28 3 3 2 2 7 6
組
合 計 49 20 6 1 1 21 139,683 126,859 3,530 8,268 1,026 43 22 1 9 11 32 20 12 71 5 3 1,278 11 2,851

徳之 島町 5 5 48,438 48,438 5 2 1 2 4 2 1 1 10 1 355 9,688
徳

天 城 町 8 4 4 2,028 1,880 148 5 1 1 1 2 3 1 2 8 56 254
之

伊 仙 町 8 5 1 2 3,250 3,092 127 31 5 1 1 2 1 2 2 5 172 406
島

計 21 14 1 6 53,716 53,410 127 179 15 4 3 5 3 9 2 2 5 23 1 583 2,558

和 泊 町 8 3 5 8,481 8,481 3 3 2 2 4 278 1,060
沖

知 名 町 12 7 5 13,154 12,448 706 8 3 2 3 2 2 2 501 1,096
与

与 論 町 2 2
論

計 22 10 12 21,635 20,929 706 11 6 2 3 4 4 6 779 983

合 計 92 44 6 2 1 39 215,034 201,198 3,657 8,268 1,911 0 69 32 6 14 17 45 26 2 17 100 5 4 2,640 11 2,337

平成1 7年 96 46 9 1 40 138,824 125,955 5,602 7,000 262 5 85 38 4 22 21 45 17 1 27 103 5 9 2,116 1,446

比 較 △4 △2 6 △7 0 △1 76,210 75,243 △1,945 1,268 1,649 △5 △16 △6 2 △8 △4 0 9 1 △10 △3 0 △5 524 11 891

16－５ 月別火災発生状況 資料：鹿児島県消防保安課
期間：平成18年１月～12月

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

件 数 8 9 6 9 9 4 8 4 9 11 10 5 92

前年件数 5 5 21 12 2 3 7 5 8 11 9 8 96

増 減 数 3 4 △15 △3 7 1 1 △1 1 0 1 △3 △4

16－６ 原因別火災発生状況 資料：鹿児島県消防保安課
期間：平成18年１月～12月

順 位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑤ ⑥ ⑥

火 た こ た 放 火 ボ 電 か 風 煙 電 電 内 マ 溶 灯 放 ス 排 配 交 そ 不 計
入 き ん ば 火 遊 イ 気 ま 呂 突 気 灯 燃 ッ 接 火 火 ト 気 線 通 の 明
れ 火 ろ こ の び ラ 機 ど か ・ 装 電 機 チ 機 管 器 機 他 ・ー

疑 器 ま 煙 置 話 関 ・ ・ ブ 具 関 調ー
い ど 道 等 ラ 切 内 査

の イ 断 配 中
配 タ 機 線
線 ー

件 数 20 9 6 5 4 4 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 19 11 92

前年件数 19 7 6 6 1 3 1 2 0 5 0 1 2 1 0 1 1 6 3 1 1 2 17 10 96

前年順位 ① ② ③ ③ ⑤ ⑥ ④ ⑥ ③ ⑤ ⑥

増 減 数 1 2 0 △1 3 1 1 0 1 △4 1 0 △1 0 1 0 0 △5 △3 △1 △1 △2 2 1 △4

16－７ 大火災発生状況（損害額2,000万円以上） 資料：鹿児島県消防保安課
期間：平成18年１月～12月

出 火 市 町 火 元 の 焼 損 り 災 り 災 焼損面積 損 害 額
出火月日 原 因 死 者 負傷者

時 刻 村 名 用 途 棟 数 世 帯 人 員 （㎡） （千円）

4月15日 16:45 奄 美 市 専用住宅 不 明 1 2 5 1 0 200 20,913

5月 6日 7:45 徳之島町 専用住宅 ボ イ ラ ー 1 1 3 0 0 155 22,107

11月5日 0:30 奄 美 市 専用住宅 不 明 16 14 31 2 1 900 55,555
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16－８ 消 防 現 勢
資料：鹿児島県消防保安課
期日：平成19年４月１日

消 防 団
区 分 消 防 団(職)員 消 防 ポ ン プ 等 消 防 水 利

（消防本部）
ポ 充

団 分 条 現 平 自消 ポ水 付は 小型動力 救 そ 消 防 そ

消
ン

・ 防 ンそ ポ ン プ 急
火

例 均
防 プ

本 プう 付小 い車
団 動ポ し 型 両 自 の 火 水 の 足

自付 積動
な
に

充

部 定 年
自

力 い積
ン 動消 載ポ

も
載 動 足 そ

市町村名
動

ン し
数 数 数 員 齢 車プ 車防 車ご 車プ のて 車 他 率 栓 う 他 率

奄 美 市 19 452 403 45.2 8 2 - 40 4 - 2 90 447 141 29 88

大 和 村 5 52 49 39.0 1 - - 9 - - - 100 - 28 8 97

宇 検 村 7 82 82 43.2 1 - - 7 - - - 100 6 25 2 97

瀬 戸 内 町 4 130 118 45.3 1 1 - 12 33 - - 95 66 62 4 96

龍 郷 町 14 146 143 44.6 2 3 - 3 6 - - 100 18 67 3 85

喜 界 町 10 130 119 39.5 2 2 - 6 1 - 2 100 - 122 4 66

大島地区消防組合 1 - 143 142 41.0 3 5 2 - - 13 13 91 - - - -

徳 之 島 町 11 161 155 42.9 1 5 - 12 3 - 1 104 30 92 11 77

天 城 町 3 80 76 42.4 1 1 - 1 2 - 1 83 58 58 16 65

伊 仙 町 8 74 72 42.4 1 2 - - 3 - - 89 32 55 - 90

徳之島地区消防組合 1 - 49 49 43.7 - 3 - - - 4 1 100 - - - -

和 泊 町 6 100 100 39.6 1 5 - 1 - - 2 83 - 82 - 101

知 名 町 13 135 128 39.1 2 7 - 4 - - - 68 - 129 - 178

与 論 町 3 72 65 39.6 1 3 - 1 1 - 1 160 64 76 55 174

沖永良部与論地区
1 - 37 37 42.3 - 2 - - - 4 2 100 - - - -

広 域 事 務 組 合

(本部3) - 229 228 41.8 3 10 2 - - 21 16 97 - - - -

計 団12 103 1,614 1,510 42.6 22 31 - 96 53 - 9 92 721 937 132 96

注１ ポンプ充足率及び消防水利充足率は，平成18年４月１日現在（３年に１回調査）である。

注２ 消防職員の平均年齢は消防吏員の平均である。
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３ 警 察

 交通事故発生状況

平成19年の交通事故の総発生件数（人身）は，354件で前年に比べ55件減少した。

交通事故による死者は８人で，前年に比べ３人減少，傷者については403人で79人減少した。

件数を市町村別にみると，奄美群島で件数の最も多いのは奄美市の196件（全体の55.4％）で，次いで徳之島町32件（同9.0

％）となっている。また，島別に件数の割合をみると，大島本島69.2％，喜界島4.0％，徳之島18.4％，沖永良部島6.5％，

与論島2.0％となっている。

死者は，奄美市で４人，瀬戸内町，龍郷町，徳之島町，和泊町で各１人の合計８人となっており，前年からすると減少し

ている。

人口１万人当たりの死傷者数は，龍郷町が55人，奄美市が48人，徳之島町が31人となっており，最も少ないのは大和村の

０人となっている。

 刑法犯発生状況

平成18年の刑法犯の総発生件数は，748件で前年に比べ44件の減少となっている。

市町村別にみると件数が最も多いのが，奄美市の382件（全体の51.1％）で前年と比べると34件の減少，次いで徳之島町

の80件（同11％）で前年に比べ45件減少した。

罪種別にみると，窃盗犯が565件（全体の75.5％）と犯罪の大部分を占めている。検挙件数は306件となっている。
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16－９ 市町村別交通事故発生状況
資料：県警察本部交通企画課
期間：平成19年１月～12月

区 分 前 年 比 増 減 車 両 台 数 人口1万人

人 口 件 数 死 者 傷 者 件 数 原付･自二 当たりの
死 者 傷 者 自 動 車 合 計

死傷者数市町村名 (人身) 特殊農耕

総 数 123,050 354 8 403 -55 -3 -79 25,868 78,449 104,317 33.4

大 島 本 島 68,507 245 6 279 -38 -4 -49 10,701 38,874 49,575 41.6

奄 美 市 48,156 196 4 225 -33 -36 8,181 26,638 34,819 47.6

大 和 村 1,934 -6 -1 -6 119 1,180 1,299 0.0

宇 検 村 1,995 1 1 -3 -6 153 1,404 1,557 5.0

瀬 戸 内 町 10,385 20 1 21 -3 4 1,572 5,676 7,248 21.2

龍 郷 町 6,037 28 1 32 4 -5 676 3,976 4,652 54.7

喜 界 島 8,397 14 16 2 1 1,853 5,950 7,803 19.1

喜 界 町 8,397 14 16 2 1 1,853 5,950 7,803 19.1

徳 之 島 26,348 65 1 76 -4 0 -15 5,421 19,886 25,307 29.2

徳 之 島 町 12,679 32 1 38 -5 -16 2,812 8,667 11,479 30.8

天 城 町 6,793 19 20 7 6 1,492 5,472 6,964 29.4

伊 仙 町 6,876 14 18 -6 -5 1,117 5,747 6,864 26.2

沖永良部島 14,173 23 1 25 -11 1 -12 5,543 10,390 15,933 18.3

和 泊 町 7,317 15 1 17 1 2,886 5,402 8,288 24.6

知 名 町 6,856 8 8 -11 -12 2,657 4,988 7,645 11.7

与 論 島 5,625 7 7 -4 -4 2,350 3,349 5,699 12.4

与 論 町 5,625 7 7 -4 -4 2,350 3,349 5,699 12.4

注：１ 人口は平成19年10月１日現在

２ 車両台数は平成19年３月末現在
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16－10 市町村別刑法犯発生状況
資料：奄美群島内各警察署
期間：平成19年１月～12月

罪種別 そ の 他 平 成 1 8 年
凶 悪 犯 粗 暴 犯 窃 盗 犯 知 能 犯 合 計

市町村別 刑 法 犯 の 状 況

認 知 3 30 359 9 86 487 388
奄 美 市

検 挙 3 26 85 8 37 159 141

認 知 0 0 6 0 1 7 10
大 和 村

検 挙 0 0 0 0 1 1 6

認 知 0 0 5 0 1 6 8
宇 検 村

検 挙 0 0 1 0 0 1 1

認 知 0 7 42 1 6 56 44
瀬 戸 内 町

検 挙 0 6 15 2 1 24 18

認 知 0 2 22 1 7 32 37
龍 郷 町

検 挙 0 2 7 0 3 12 13

認 知 0 4 20 1 6 31 36
喜 界 町

検 挙 0 3 2 0 3 8 22

認 知 0 3 85 2 9 99 80
徳 之 島 町

検 挙 0 3 25 2 4 34 32

認 知 0 4 22 1 2 29 35
天 城 町

検 挙 0 4 6 1 0 11 9

認 知 0 2 18 1 2 23 31
伊 仙 町

検 挙 0 2 5 0 0 7 22

認 知 2 4 11 3 1 21 31
和 泊 町

検 挙 1 4 7 2 1 15 19

認 知 0 1 26 0 8 35 33
知 名 町

検 挙 0 0 10 0 4 14 18

認 知 0 0 19 0 0 19 21
与 論 町

検 挙 0 0 3 0 0 3 14

認 知 5 57 635 19 129 845 754
総 計

検 挙 4 50 166 15 54 289 315

※数値については，平成20年１月３日現在暫定値。

各罪種区分の定義

凶 悪 犯……殺人，強盗，強姦，放火など

粗 暴 犯……暴行，傷害，脅迫，恐喝など

窃 盗 犯……ドロボウのこと

知 能 犯……詐欺，横領，偽造など

その他刑法犯……上記４区分以外の刑法犯
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４ 海 上 保 安

奄美海上保安部管内において、平成19年に救助を必要とする海難に遭った船舶は、15隻であり前年に比べ10隻減少した。

種類別に見ると衝突５隻、乗揚３隻、浸水・機関故障２隻、転覆・運航阻害・その他が各１隻となっている。原因別では、

見張り不十分、船体機器整備不良、船位不確認等人的ミスによるものが大半を占めている。

一方、平成19年に発生した人身事故者数については19名であり、前年より７名減少し、死亡・行方不明者も７名と大きく

減少している。なお、この人身事故の内訳として、海浜事故（磯遊び中、磯釣り等）に因るものが14名となっている。

これら海難事故が発生した場合には，早急な救助活動を実施する必要があるが，南北約220キロに及ぶ地域に多くの離島

をかかえた奄美海上保安部管内においては，地元海事関係者等による，ボランティア精神に基づく民間救助団体の組織化及

びその協力が不可欠である。これらの状況を踏まえて，「鹿児島県水難救済会与論救難所」が，平成７年１月31日与論町に

設置されたのを契機として，平成14年７月１日までに奄美群島内の全市町村に救難所が設置され，救助活動を実施している。

さらに，漁業組合やプレジャーボート関係者等を母体として組織された各地区小型船交通安全協議会が，海上における小

型船等による海難事故の未然防止を図るため活動を実施している。

平成19年４月から奄美海上保安部交通課が発足し、これまでの航行援助業務（航路標識業務、情報提供業務）に航行安全

業務（海難調査、船舶交通の障害の除去、港則及び海難防止に関すること等）を加え海上交通業務を一元的に行うようにな

った。

この航行安全業務の一環として名瀬港内における港船舶交通の安全及び港内の整とんを図るため、名瀬港長として海上作

業工事・行事及び危険物荷役の許可や入出港届の受理等の許認可の業務を行っている。また、同課が管理する航路標識は、

管内で最初に設置された曽津高埼灯台（明治29年11月初点）を初めとする沿岸灯台18基、その他の防波堤灯台・導灯・指向

灯・照射灯20基の合計38基となっている。

一方、情報提供業務は、平成15年２月からMICS（沿岸域情報システム）を運用し、奄美群島の沿岸を航行する船舶・漁船

等やマリンレジャーを楽しむ人々が安全に活動できるよう、海の安全に関する情報（灯台で観測された気象情報やライブ映

像、海上工事等）をインターネット・ホームページ（携帯電話を含む。）等でリアルタイムに提供し海難の未然防止に役立

っている。

16－11 海難事故の発生状況

（ア）要救助船舶隻数等の推移

年
平成17年 平成18年 平成19年

項目

海 難 隻 数 （隻） 15 25 15

死 亡 ・ 行 方 不 明 者 数 （人） 1 1 0

（イ）船舶海難の種類別内訳 （隻）

項 目 機 関 推進器 運航 行 方 その
衝突 乗 揚 転 覆 火 災 浸 水 合 計

故 障 障 害 阻害 不 明 他

平 成 1 7 年 3 2 2 1 1 3 1 1 0 1 15

平 成 1 8 年 3 5 7 1 0 5 3 1 0 0 25

平 成 1 9 年 5 3 1 0 2 2 0 1 0 1 15
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16－12 海上における人身事故

（ア）人身事故者数の推移 （人）

年 平成17年 平成18年 平成19年項目

事 故 者 数 32 26 19

死 亡 ・ 行 方 不 明 者 数 19 17 7

（注）死亡・行方不明者数は，事故者数の内数。

（イ）人身事故の種類別内訳 （人）

船舶乗船中の人身事故 海 浜 事 故

海 中 磯 遊 合 計
負 傷 病 気 中 毒 その他 遊泳中 磯釣中 その他

転 落 び 中

平 成 1 7 年 2 3 2 0 2 1 1 3 19 33

平 成 1 8 年 3 1 2 0 0 2 4 1 13 26

平 成 1 9 年 1 0 4 0 0 2 4 1 7 19

16－13 機動力（巡視船艇）

船 名 所 属 総トン数 航行区域 就役年月

か い も ん 奄 美 海 上 保 安 部 220 近 海 平成16年４月

い そ な み 〃 149 近 海 昭和56年３月

は る か ぜ 〃 26 沿 海 平成８年11月

ほ し か ぜ 古 仁 屋 海 上 保 安 署 26 沿 海 平成８年11月

ぱ る さ あ 〃 4.7 沿 海 平成８月３月

16－14 民間救助組織

組 織 の 区 分 組織の名称 代 表 者 住 所 救 助 勢 力

鹿 児 島 県
与 論 救 難 所 南 政 吾 鹿児島県大島郡与論町茶花32-1 人員 79名

水 難 救 済 会

鹿 児 島 県
和 泊 救 難 所 伊 地 知 実 利 鹿児島県大島郡和泊町和泊10 人員 36名

水 難 救 済 会

鹿 児 島 県
知 名 救 難 所 平 安 正 盛 鹿児島県大島郡知名町知名307 人員 155名

水 難 救 済 会

鹿 児 島 県
喜 界 救 難 所 加 藤 啓 雄 鹿児島県大島郡喜界町湾1746番地 人員 97名

水 難 救 済 会

鹿 児 島 県 鹿児島県大島郡天城町平土野
天 城 救 難 所 大 久 幸 助 人員 64名

水 難 救 済 会 2691-1

鹿 児 島 県
伊 仙 救 難 所 大 久 保 明 鹿児島県大島郡伊仙町伊仙1842 人員 112名

水 難 救 済 会

鹿 児 島 県
龍 郷 救 難 所 田 畑 茂 光 鹿児島県大島郡龍郷町浦110 人員 320名

水 難 救 済 会

鹿 児 島 県 鹿児島県奄美市住用町大字西仲間
住 用 支 所 平 田 隆 義 人員 150名

水 難 救 済 会 111

鹿 児 島 県 鹿児島県奄美市笠利町大字中金久
笠 利 支 所 平 田 隆 義 人員 170名

水 難 救 済 会 141

鹿 児 島 県
宇 検 救 難 所 國 馬 和 範 鹿児島県大島郡宇検村湯湾915 人員 245名

水 難 救 済 会

鹿 児 島 県
大 和 救 難 所 永 田 武 光 鹿児島県大島郡大和村大和浜100 人員 190名

水 難 救 済 会

鹿 児 島 県
名 瀬 支 所 平 田 隆 義 鹿児島県奄美市名瀬幸町25-8 人員 335名

水 難 救 済 会

鹿 児 島 県 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋
瀬 戸 内 救 難 所 房 克 臣 人員 49名

水 難 救 済 会 船津23

鹿 児 島 県
徳之島町救難所 高 岡 秀 規 鹿児島県大島郡徳之島町亀津7203 人員 212名

水 難 救 済 会
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16－15 船舶交通安全協議会

組 織 の 名 称 会 員 数 設立年月日 主 な 活 動 海 域

奄 美 地 区 小 型 船 交 通 安 全 協 議 会 50名 昭和49年12．17 奄美大島（奄美市名瀬）

瀬 戸 内 町 小 型 船 舶 交 通 安 全 協 議 会 66名 昭和57年10． 6 奄美大島（瀬戸内町）

喜 界 島 地 区 小 型 船 交 通 安 全 協 議 会 54名 平成 5年 9．27 喜界島周辺海域

奄 美 群 島 瀬 渡 船 安 全 対 策 協 議 会 12名 昭和60年 7．29 奄美大島（奄美市名瀬）

与 論 島 地 区 小 型 船 交 通 安 全 協 議 会 50名 平成 5年 9．27 与論島周辺海域

沖永良部島・和泊地区小型船交通安全協議会 40名 昭和60年 7．29 沖永良部島周辺海域

16－16 奄美海上保安部が管理する航路標識の市町村別設置状況

期日：平成19年12月31日
単位：基

区 分
灯 台 導 灯 指 向 灯 照 射 灯 計

市町村別

（ 奄 美 大 島 ） 15 1 1 17

奄 美 市 7 1 8

大 和 村 1 1

宇 検 村

瀬 戸 内 町 6 6

龍 郷 町 1 1 2

（ 喜 界 島 ） 4 1 5

喜 界 町 4 1 5

（ 徳 之 島 ） 5 1 1 7

徳 之 島 町 2 1 1 4

天 城 町 2 2

伊 仙 町 1 1

（ 沖 永 良 部 島 ） 2 2 1 5

和 泊 町 1 2 3

知 名 町 1 1 2

（ 与 論 島 ） 2 1 1 4

与 論 町 2 1 1 4

合 計 28 6 2 2 38

（注） 奄美大島には，加計呂麻島，請島，与路島を含む。

16－17 奄美群島地区スキューバダイビング安全対策協議会

会 長 名 事 業 所 名 加入団体数 設立年月

中 田 留 弘 奄美ダイビングセンターとめ 49 平成元年４月


